
q
起
筆
粗
目
　
広
島
連
絡
合
議

弥
栄
に
留
守
番
ひ
〔
月
－
舌
頭
し
て
、

ほ
か
メ
シ
ー
ド
ー
全
員
研
勢
輔
‖
し
て
の

三
ー
テ
ィ
ツ
n
人
。

④
「
憧
れ
易
く
、
産
外
局
く
、
品
中
日

尻
目
弥
栄
に
す
る
た
め
に
」
主
題
し
て

佳
否
田
内
の
同
一
蟄
声
）
請
合
う
。

②
夏
以
降
の
備
沢
の
報
告
と
終
結
〔

キ
ー
ヤ
∴
ノ
十
人
、
直
弼
、
生
産
丁
重
八
同
雑
作

・
l
人
民
一
⊥
作
－
公
許
、
金
・
稼
ぎ
・
ユ
ー
こ

エ
ソ
ヒ
ロ
仕
∴
塾
武
）

③
今
後
の
人
の
動
き
と
越
冬
体
制

潮
懲
　
升
一
回
子
ら
も
金

屑
簑
窒
文
庫
用
本
欄
を
郡
諒
の
子
と
も

ら
予
と
つ
く
る
。
集
ま
1
た
の
は
4
人
。

ニ
新
不
二
も
卯
γ
仰
の
参
加
仙
率
。

最
初
は
、
丹
甘
ん
覇
の
う
ら
も
も
、

！
．
“
－
）
－
」

ク
レ
ヨ
ン
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
ラ
プ
コ
ン

百
里
到
牢
の
登
車
上
、
母
－
し
育
つ
、
つ
ま
ノ
し

け
て
き
て
楽
し
そ
う
。
以
後
、
毎
週
土

霜
の
雷
写
る
。
群
議
ホ
1
く
り
の
旦

●

臆
の
午
後
、
皆
ご
漣
高
二
予
と
上
し
た
。

柏
宮
7
旬
日
　
ユ
ル
ご
果
樹
園
田
地
繭
墾

高
瀬
瀞
　
ヒ
ヨ
コ
綱
聾
入

一
塩
回
あ
く
れ
て
到
着
∴
爵
一
曲
か
ら

爪
望
長
旅
に
も
小
爪
′
市
、
た
‖
へ
ん
元
気

で
ぐ
．
L
r
に
。

－
繕
　
謝
熊
村
大
運
勅
令

一
軒
家
相
三
種
日
掛
周
一
窮
、
ヘ
ム
ロ
か

細
川
2
位
吉
相
ち
て
る
な
き
、
井
同
体

の
面
々
穴
話
頭
i

的
白
砂
～
2
0
日
　
幻
の
収
穫
キ
ャ
ン
プ

始
端
姫
　
君
向
直
賊
出
稿
蔑
家
の
祭
日

共
同
直
鰯
に
出
荷
し
て
‖
る
馨
場
所

山
ご
み
あ
ほ
う
の
ん
た
ち
の
畠
が
輝
孝
二

姜
柵
は
は
す
を
。

他
日
1
8
日
　
山
師
∵
大
阪
へ
（
出
研
ぎ
計
一
庫
）

鶴
泊
橘
谷
、
婦
人
会

‖
つ
も
の
蒸
舘
の
一
め
と
、
時
向
き
≠
）

－
り
っ
て
、
什
不
同
一
里
敗
の
話
合
‖
美
し
す
る

絹
妃
ハ
マ
、
免
許
と
1
て
広
島
へ
。

近
藤
さ
ん
、
弥
栄
へ
（
不
景
一
気
を
コ

ー
キ
ー
ン
n
八
年
し
7
ヒ
I
こ
な
ノ
つ
r
に
と
小
用
！
．

他
日
必
日
　
英
風
塵
簸
農
家
の
集
い
（
野
碩
）

こ
の
野
頭
は
、
丑
ハ
凧
つ
出
荷
体
制
の
〓

ち
ぽ
ん
睦
ん
で
‖
る
こ
こ
う
。

他
日
2
7
－
2
8
日
　
千
ユ
ー
太
弥
栄
へ

l
脱
穀
講
習
会
L

日
月
ら
日
　
大
掃
除

部
落
－
ご
と
の
代
表
が
集
ま
っ
て
来
年
の

一
穴
杵
の
く
も
の
巣
を
l
さ
ら
‖
ニ
屡
キ
二



政
客．

摘
丞一掃日
高∴うー
も　く；

「‾－∞－－‾‾‾

称
を
鮮
卑
加
え
て
、
培
弓
主
不
蛸
の
鵡
川

た
く
も
の
を
、
語
手
I
こ
く
捕
破
る
叶
小
ス
叶
ハ
ス
。

打
ち
加
え
る
よ
っ
に
（
？
）
き
れ
い
に
な

〃
l
ま
l
L
一
に
。

描
線
　
謹
啓
什
会

組
の
人
（
笹
自
宅
屈
）
を
面
ん
を
、
山

師
γ
）
へ
ス
ッ
を
た
し
に
．
滴
を
春
患

端
緒
　
襲
塑
島
部
の
＾
訪
緬

レ
需
用
－
卜
↑
乙
皇
ラ
＼
た
め
に
莱
た
こ
か
。

に
な
る
。
（
小
筒
工
作
の
足
が
小
目
I
こ
し
て
）

川
部
部
1
0
事
郎
　
横
谷
部
活
　
親
藩
小
目

嘲
大
公
詰
勤
を
あ
る
、
淫
小
目
の
売
店

運
に
参
棚
。
墓
十
王
〈
〓
l
O
呈
凪
品
と
三

毎
く
じ
に
、
う
ど
も
ら
は
穴
は
し
ゃ
ぎ
。

用
憲
4
－
年
生
の
小
五
i
か
く
ら
へ
石
目
牛
用

く
ら
）
を
登
場
し
、
集
会
商
用
は
〓
耽
中
、

、
瓢
」
汽
面
、
心
＝
れ
る
。

八
重
回
ロ
ー
（
の

日
工
二
　
軍
す
る
に
、

十
八
位
L
h
ひ
の
き
↓
q
。

ワ
リ
田
、
穴
腋
へ
（
恵
稀
き
オ
ろ
碑
）

湿
洞
絹
量
の
集
会
に
参
加

縮
労
中
平
の
異
体
的
な
活
動
内
密
紹
介

轡
立
教
大
で
集
会

綱
霜
の
嘱
謙
報
告
を
行
な
う
一

イ
T
I
ア
リ
林
、
広
島
き
経

東
京
方
面
の
ギ
ヤ
、
ノ
パ
ー
集
会

栗
田
重
を
の
り
つ
居
て
∵
我
々
机
忙
し
一

／
＼
常
仙
川
し
て
ロ
ス
d
－
悠
小
、
享
同
庁
′
リ
ト
に

手
豪
し
っ
ノ
つ
こ
ん
不
、
何
や
か
や
Y
L
脅

す
J
Q
だ
申
し
て
、
－
一
含
に
日
の
言
問
‖
う
ち

に
帰
っ
ア
し
‖
っ
十
、
。
あ
ん
な
敏
に
、
何

周
・
小
用
柄
，
∂
ク
∩

小
筒
土
地
ホ
壬
生
I
I
来
年
も
、
解
せ

末
年
さ
ん
の
畑
支
し
　
互
ハ
同
体
ズ
ふ
楳
う
っ
）
と

て
六
腋
へ
（
出
精
き
オ
之
訂
四
）

紺
滑
川
即
　
今
卑
最
は
盟
墨
壷
故

山
離
蔀
。
昇
一
画
角
ル
ー
ブ
堅
配
へ
前

喝
の
報
告
書
参
照
）

騨
惣
濡
籍
郵
政
局
連
絡
会
議

④
邦
縛
‥
広
島
・
天
聴
を
夙
そ
れ
の

請
訓
報
告
、
会
計
報
告
　
㊧
来
春
弘
降

後
潟
在
「
コ
三
／
「
5
u
バ
」
滅
多
膚

照
⑳
盛
飛
蜜
コ
ニ
シ
、
ヒ
ロ
バ
直
利
澄
行

㊦
l
2
日
I
7
～
巧
自
広
島
二
手
2
告
ぎ
き
ふ
一

に
ト
ゝ
ぎ
し

㊦
1
2
苗
場
日
　
広
島
原
綿
セ
ン
タ
ー
店
じ
き

日
、
山
人
腋
へ
集
合

⑰
引
治
浄
日
中
拒
正
目
キ
ヤ
ー
ノ
7
三
三
三
ノ
学

《－－　　　－　
　一



る
午
後
か
ら
　
集
会
所
に
遊
び
に
来

よ
う
、
二
を
も
ら
に
呼
び
か
品
目
丁
言
‖

横
谷
の
こ
き
も
ほ
、
小
学
生
う
名

勅
使
三
省
、
乳
幼
児
ろ
名
、
中
学
生

私
た
ち
倍
三
毛
も
犀
の
対
象
と
し

考
え
て
〓
る
の
は
、
小
学
生
と
幼
児
の

6
名
で
あ
る
。
中
学
生
は
、
寮
生
寿
ぎ

今
、
大
阪
こ
ね
う
な
の
部
屋
小
ノ
l
壁
に
ー

模
造
綿
半
小
六
の
＜
こ
も
も
新
帝
V
C
‖

う
ち
の
伏
せ
ら
れ
7
日
る
。
主
に
マ
ジ
ッ

ク
イ
ン
キ
へ
し
な
く
自
費
享
」
ざ
夙
r
l
へ
落
書

暖
の
一
ペ
ー
ジ
の
よ
、
つ
な
紙
屈
で
あ
る
。

こ
柄
が
∧
横
谷
＞
q
）
も
＋
亭
り
梢
、
穴
眼

へ
出
穂
ぎ
に
来
た
私
た
ち
に
じ
書
目
T
く

れ
た
＜
一
し
相
計
）
を
玩
る
‥

1
“
綾
織
丁

今
年
初
は
目
か
ら
、
桶
谷
に
こ
と
も
会

を
う
く
ろ
、
つ
J
C
、
毎
週
凪
、
学
孫
の
退
再

し
て
‖
て
横
谷
の
日
常
か
ら
藤
林
丁
目
る

た
め
、
蒔
能
事
保
ち
に
く
目
し
．
ま
た
、

乳
幼
児
に
関
し
て
は
「
　
坊
で
ろ
く
安
全
に

保
裔
園
的
性
格
皇
帝
か
、
ち
ょ
．
∴
L
一
手
励

ま
れ
う
な
ロ
ー
と
‖
1
た
毒
婦
の
た
め
に
。

2
・
霧
綴
じ

＝
＝
弥
兼
よ
1
－
送
ら
柄
て
き
た
手
緬
か

ら
、
こ
き
も
合
の
種
子
主
我
栴
∵
＝
＝

本
日
、
牙
Z
回
畠
の
二
と
も
怠

参
加
者
～
ぴ
う
あ
き
（
小
う
）
か
が

ち
ゃ
ん
（
申
う
）
井
目
ち
ゃ
ん
（
小

ち
）
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
（
4
う
）
予
I
∵

ち
め
ん
（
／
0
っ
）

一
軒
屋
、
神
原
（
キ
ャ
ン
パ
ー
）
、

イ
T
ち
め
ん

主
謀
組
と
お
、
ス
小
手
組
子
し
に
分
夙
て
晴

向
き
使
っ
た
。

お
え
研
き
縄
は
・
主
に
じ
ゆ
ん
ち
↑
ん

こ
し
ち
ゃ
ん
。
一
軒
屋
高
コ
ー
チ
。
く
4

よ
ん
、
マ
ン
可
7
、
窒
鉛
筆
を
、
用
ん
た

ん
に
使
っ
て
描
く
o
垣
こ
な
似
ろ
、
一
三
へ

屋
は
、
紙
用
り
上
さ
の
あ
そ
ぴ
、
－
～
こ
）

こ
き
蝿
め
る
）

－
　
今
度
は
皆
を
食
べ
ろ
夙
ノ
？
今
コ
信
夫

≡
h
d
ホ
ッ
ト
T
－
キ
書
目
T
し
く

－
皆
の
か
判
っ
て
れ
口
で
ち
ょ
う
だ
い
…

給
を
描
く
の
は
、
今
回
∵
模
造
紙
半
合
一

の
六
三
十
f
先
日
、
き
る
ま
で
三
相
を

使
っ
た
う
、
大
き
く
こ
高
日
出
す
り
に

困
「
た
机
う
つ
給
は
＼
れ
ろ
半
猟
に
も



く
さ
う
に
さ
せ
ナ
ノ
い
る
、
と
し
で
、
一
け
生

だ
す
こ
こ
に
慣
れ
さ
せ
て
小
一
乍
∴
米
に
は

紙
面
の
構
成
　
書
く
内
忍
を
（
桧
至
の
1

こ
も
）
蛍
で
善
巧
え
る
よ
う
に
さ
せ
、
′
』
に

日
に
璧
那
珂
つ
く
り
へ
C
も
1
て
目
白
な

日
周
と
思
T
r
い
る
。

ひ
ろ
あ
き
の
相
手
l
よ
、
も
っ
ぼ
ら
神
原

氏
。
彼
は
秦
研
う
ま
く
て
、
ス
舟
－
ツ

万
能
の
ぴ
ろ
あ
き
を
掌
中
に
さ
せ
て
日
に

卓
球
台
を
井
目
ち
ゃ
ん
や
小
舟
ち
ゃ
ん

や
私
が
使
っ
て
い
る
こ
き
に
は
、
ホ
ウ
キ

ご
と
、
ノ
証
ン
玉
を
こ
う
伏
し
、
ホ
当
．
7
－

書
か
日
の
こ
こ
さ
し
て
、
集
合
面
内
を
小

竹
寧
日
ま
わ
っ
て
い
る
。

今
回
、
帰
る
前
に
、
皆
集
め
て
、
車
座

に
布
目
、
少
し
だ
牛
へ
今
日
、
ご
つ
だ

っ
た
？
　
こ
の
夜
、
む
、
つ
し
よ
う
柄
？
V

と
〓
・
つ
謡
を
し
た
杵
柄
か
、
一
軒
屋
杯
－
午

し
ま
う
V
と
言
杵
柄
だ
。

日
柄
を
、
晴
同
の
使
い
方
を
横
取
す
る

よ
う
に
し
た
0
、
時
樹
内
の
蟄
∵
の
l
や
タ

ー
ン
を
つ
く
‖
」
に
日
、
だ
ん
だ
ん
坐
っ
て

話
す
晴
周
も
も
う
で
〓
き
た
日
。

3
・
落
籍
：

部
落
に
は
、
囁
大
会
∵
若
大
会
「
常
会

と
あ
る
が
、
こ
き
も
ー
つ
樟
一
同
に
勢
至
捕

え
ろ
O
I
a
、
部
落
の
行
i
事
の
〆
し
き
し
小
ぢ

中
部
誌
の
人
た
ち
二
者
多
く
の
帯
紙

密
を
帝
っ
て
白
く
二
こ
き
考
え
た
場
合
、

穴
の
世
代
で
あ
る
こ
／
じ
も
ら
研
＼
大
き
く

な
，
て
横
谷
か
ろ
灘
朽
て
〓
＜
例
を
、
暗

貝
逃
す
こ
C
l
は
な
‖
っ
千
二
一
㌧
私
た
ち

の
関
れ
在
る
事
実
と
し
て
＜
こ
こ
も
会
V

と
‖
う
こ
こ
を
考
え
へ
た
．

そ
し
て
乙
に
か
く
、
今
ま
で
数
回
も
っ

轟
く
宮
林
ひ
、

榊
割
勘
引
出
小
針
狛
鮎
こ
き
も
は
し
弓
け
7

～
－
．
。
．
。
，
－
。
－
．
、
、
〝
、
－
1
－
1
（
」

た
こ
と
た
し
会
を
、
こ
こ
も
ー
b
C
宍
風
体
の

メ
ン
バ
ー
研
、
頼
朝
課
外
に
な
る
こ
こ
は

さ
さ
に
。
爪
、
事
だ
、
自
分
だ
口
の
請
墨

子
き
る
遊
び
・
遊
里
方
言
し
考
え
、
そ
の
相

手
さ
し
て
く
坤
る
人
と
C
で
共
同
体
の
人

を
打
て
‖
る
。
個
人
プ
レ
ー
の
重
な
り
チ

し相方日。　　　　　　　　　　－

景
小
娘
、
こ
き
も
ー
つ
室
l
八
、
宣
告
を
単
－

に
遊
び
友
達
〔
‖
う
だ
宮
で
な
く
∴
河
出

さ
す
る
こ
き
の
押
倒
こ
し
て
責
諒
す
る
↑
か
ら

う
に
な
っ
T
、
ほ
し
目
し
、
現
晴
夫
を
私
は

撃
っ
て
‖
る
〈

ま
た
二
）
と
も
会
7
、
の
晴
間
を
、
与
、
そ

ら
烈
ろ
も
の
と
し
て
待
つ
′
¢
へ
し
は
ひ
く
・

自
分
を
、
一
人
「
八
倍
何
小
を
も
っ
て
孝
二

て
、
こ
こ
＋
し
公
証
つ
く
、
？
在
る
よ
っ

る
こ
こ
－
予
言
生
爪
、
当
田
の
昌
標

丁
目
る
．

（
文
責
　
佐
雪
、
木
）



粛
剥
矧
里
親
親
細
目

i
O
自
浄
日
定
型
崖
．
よ
日

韓
啓
、
薫
風
l
小
運
動
に
た
す
三
村
「
′
7

日
る
当
て
－
ん
二
束
古
生
か
、
つ
帥
粟
＜
キ
∴
∴
ノ

ブ
に
行
「
た
入
室
は
、
目
に
二
骨
∵
集
中

き
ち
っ
T
自
責
÷
斗
　
こ
の
上
紬
、
こ

の
窒
d
l
1
1
二
日
つ
つ
‖
ろ
彊
秦
－
て
－

〒
ヤ
ー
ノ
I
Y
L
違
白
目
チ
）
し
て
、
今
の
つ

な
が
日
を
そ
の
場
緑
、
」
」
さ
せ
た
く
な
日
、

あ
る
日
I
ま
姉
弟
は
里
方
る
子
ら
力
十
手
承

る
、
な
ど
の
書
見
か
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
細
兼
と
の
唐
経
は
保
）
て
〓
く
小

一
応
独
立
し
て
や
っ
て
白
く
と
小
生
乍
再
に

会
費
柄
一
致
し
ま
し
た
。
し
か

出
さ
凧
ま
し
た
毒
。
そ
れ
了
八

つ
日
で
、
董
十
弄
′
圧
雪
で
全
曲
合
へ

し
、
情
宣
等
の
皇
同

」
ン
ヨ
ノ
の
密
度
上
、
人
数
か
麗
ら
爪
で

く
る
だ
う
つ
J
L
‖
つ
二
と
‥
、

外
に
対
し
て
開
口
－
た
も
の
で
な
ロ
ー
こ
き

昧
研
な
い
し
、
乗
る
人
は
謹
言
も
牽
吾
人

在
る
も
の
に
し
た
‖
く

ま
だ
、
公
の
喪
貪
か
な
日
の
仁
一
叫
び
か

出
る
不
車
に
つ
日
で
は
、
今
風
は
こ
れ
二

八
の
テ
ー
マ
で
し
請
合
、
つ
、
こ
‖
つ
呼
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